
・「包括的な相談支援」「参加支援」「地域づくり支援」を一体的に実施し、複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体

制の構築により、地域共生社会の実現を図ることを目的に、厚生労働省の任意事業「重層的支援体制整備事業」(2021(令和３)年４月１

日「社会福祉法」改正施行) を2024年度事業開始予定。

産業

雇用

重層的支援体制整備推進事業について（令和６年度新規実施事業）
令和６年３月定例会
議案調査追加資料

保健福祉部
追加資料

新

1/4

◆「重層的支援体制整備事業」一括交付金化のメリットについて
・各負担金・補助金・交付金がすべて「重層的支援体制整備事業交付金」となり、それぞれの補助金等に変更はない。
・一括交付金化のメリットとしては、例えば相談支援業務において、高齢者を対象とした交付金事業に位置付けられた職員は、子どもや障がいなどの

相談業務に従事させてはならなかったが、一括交付金化により、属性・世代を問わない相談支援が可能となる。

アウトリーチ等を通じ
た継続的支援事業



自所属の対象でない相談内容    本人   本人以外 

であっても適切に聞き取り、 

対応する支援機関へつなぐ。 

狭間の問題など支援に困難が 

伴うケースは多機関協働につなぐ。 

自ら支援を求めることが難しい者や、 

課題に対する自覚がない者といった 

潜在的な相談者を把握することで、 

支援の手が届いていない者に対して、 

本人との関係性の構築に向けた支援を行う。 

 

重層的支援会議 

 

 

 

 

本人が地域や社会との関わり方を選択し、自らの役割を見出すために多様な接点を確保することを目的とする。 

地域の社会資源との間のコーディネートやマッチングを行うとともに、新たな社会資源を開拓したり、既存の社会資源の働きを 

拡充したりする。 

 

 

介護、障害、子ども、困窮の各分野において実施されている既存の地域づくりに関する事業の取組を活かしつつ、世代や属性を超えて

交流できる場や居場所の整備、地域における資源の開発やネットワークの構築、支援ニーズと取組のマッチング等により地域における

多様な主体による取組のコーディネート等を行う。 

 

 

 

 

重層的支援体制整備事業の基本的な流れ 
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各相談窓口など 

 

多機関の適切な連携による個別支援の実施 

必要な支援機関を招集し、支援方針や役割分担を決定 

支援状況の定期的な進捗確認及び終結判断 

ア
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新 

新 

新 

 自立支援相談窓口 

 社会福祉協議会  
地域包括ケア 

推進課  
こども家庭相談 

センター 
 

地域包括支援 

センター 

 
居宅介護支援 

事業所 

 保健・感染症課  障がい福祉課 

 
障がい者基幹相談 

支援センター 

 生活支援課 

 病院 

既存の支援（社会資源） 
新たな支援（社会資源）の開拓・創出 

既存の支援（社会資源）の拡充 

まずはあるものから 

発展 

 民生児童委員 

社会資源について、参加支援事業と同様、まずはあるものから発展 
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 重層的支援体制整備推進事業について（令和６年度新規実施事業） 
令和６年３月定例会 
議案調査追加資料 

保健福祉部 追加資料 



 

≪相談支援体制について≫ 

【重層的支援体制整備事業における相談支援フロー図】         【多機関協働事業における連携イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包括的相談支援 

相談者の属性・相談内容等に 

関わらず、住民からの相談を 

幅広く受け止める 

障がい分野 

相談支援 

高齢・介護分野 

相談支援 

生活困窮分野 

相談支援 

こども家庭分野 

相談支援 

多機関協働 

事業 

 

 

アウトリーチ等 

支援事業 

伴走支援 

 相談 

 

相談 
 相談 

重層的支援会議 

 

連携 

依頼 

 

相談 

 連携依頼 
 相談 

 

相談 

庁内各課 

参加支援 地域づくり 

連携 

 相談 

 

連携 

依頼 

誰に相談したら 

よいかわからない… 

A 事業者 

娘さん、うつで普段 

自宅にいるみたい… 

民生委員 B さん 

娘さん、○○で 

働いているみたい… 

D 事業者 

問題は把握している 

けれど、かかわる余裕 

がないなあ… 

家族間でもめていると話は聞

くけど、誰が 

かかわっているんだ？ 

C 機関 

これまで 

連
携 

で
き
な
い 

連絡 

連
絡 

これから 

A 事業者 

民生委員 B さん 

C 機関 

D 事業者 

連携 

打診 

支援者と連携を 

しつつ、関係者の 

洗い出し・調整を 

実施し、支援会議 

を開催 

多機関協働を 

お願いしよう 

連絡 
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 重層的支援体制整備推進事業について（令和６年度新規実施事業） 

令和６年３月定例会 
議案調査追加資料 

保健福祉部 
追加資料 

多機関協働事業 



社会福祉法第106条の４に基づき、市民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応するため、単独の
支援機関では対応が難しい事例全体のマネジメントを実施する多機関協働事業を始め、以下の事業
を実施し、重層的な支援体制の構築を図ります。

市
民
（
相
談
者
）
な
ど

事例全体のマネジメント
～多機関協働事業～

単独の支援機関では対応が
難しい事例について、各支
援機関の役割分担、支援の
方向性の整理、定期的な進
捗管理など、事例全体のマ
ネジメントを実施

サードプレイスの提供
～参加支援事業～

地域密着型の食料支援体制
～支援のための地域づくり事業～

社会とのつながりが希薄化している方
に、社会資源との
マッチングを実施

・気軽に参加でき
る居場所の提供

地域のつながりを豊かにし、地域生活
課題に対応する体制整備を実施

・地域住民等の
参加による、
安定的で持続
可能なフード
バンク活動

【重層的支援会議】

・必要な支援機関の招集
・支援状況の定期的な進
捗確認や終結
判断

・社会資源の
開発など

支援体制の全体図

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題

新 新

新

【関係機関】

市各部局
各相談支援事業所
病院・社協・民生委員 など

【包括的相談支援】

福祉まるごと相談窓口
自立支援相談窓口
地域包括支援ｾﾝﾀｰ
障がい者基幹相談支援ｾﾝﾀｰ
こども家庭支援課（こども
家庭ｾﾝﾀｰ） など

【ｱｳﾄﾘｰﾁ型の継続支援】

支援が届いていない世帯
へ訪問による伴走支援

市民の
福祉課題を

認知

重層的支援体制整備推進事業について（令和６年度新規実施事業）
令和６年３月定例会
議案調査追加資料

保健福祉部
追加資料
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